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松

戸

市
で

は

、
平

成
４

年

４

月

１

日

か

ら

、
使

用

料
・
手

数

料
な

ど
の

公

共

料

金
に

消

費

税
相

当

額

を
加

算

す
る

こ

と
に

な

り
ま

し

た

。

消
費

税
に

つ

い
て

は

、
こ

れ
ま

で

歳
入

へ

の

転

嫁

を
見

送
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年

５

月
の
第
百
二

十
国
会
で

、

非
課
税
枠
の
拡
大
な

ど
を
骨

子
と
す
る
消
費
税
見

直
し
法

案
が
与
野
党
一

致
で

可
決
成

立
し

、
こ

の
1
0月
１

日
か
ら

実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ

う
し
た

情
勢
か
ら
、
平

成
４
年
度
か
ら
の
実
施
に

踏

み
切
っ
た
も
の
で
す
。

消
費
税
相
当
額
の
加
算
方

法
は
、
消
費
税
相
当
額
を
明

確
に
す
る
た
め
原
則
と
し
て

外
税
方
式
と
し

、
課
税
対
象

皆
様
の

ご
理
解
・

ご
協
力
を

公
共
料
金
に
消
費
税

と
な
る
す
べ
て

の
料
金
に
三

％

を
加
算
し
、
公
平
性
を
保

つ

た
め
円
単
位
ま
で
徴
収
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
市
民
会
館
な

ど
の
施
設
使
用
料
、
廃
棄
物

処
理
な
ど
の
手
数
料
に
つ

い

て

は
、
後
日
広
報
で
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

蠢
財
政
課

66一111

1

わたしの夢

時田慎也くん

ぼくのゆめは、大工さんになることです。

ぼく のお父さんも大工さんです。ぼくは、お

父さんといつしよに、でつかいペンションみ

たいなたてものをたてたいです。そして、馬

橋小の友達みんなといつしよに住みたいです。
慎也くんのペンションに、友達が遊びに来ました

平成４年度

物品買入れ等指名競争入札

参加希望者の受け付け

(追加登録分)

受
付
期
間
…
１
月
1
6日
團
～

3
1日

脂
ま
で
〔
日

曜
・
第
四
土

曜
日
を
除
く
〕

受
付
時
間
…
午
前
８
時
3
0
分

～
午
後
４

時
3
0分

（
土
曜
日
は

正
午
ま
で
）

受
付
揚
所

…
管
財
課
（
市

役

所
新
館
六
階
）

業
務
内
容

…
①
市
が
発
注

す

る
備
品
・
消
耗
品
・
印
刷
物
件
な

ど
を
納
入
で

き
る
業
者
②
委
託

業
務
を
受
注
で
き
る
業
者

申
請
書
の
販
売
…
１
月
3
1
日

脂
ま
で
、
市
役
所
地
下
売
店
で
販

売※
松
戸
市
で
は
、
隔
年
受
付
制
を

採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年

登
録
さ
れ
た
人
は
、
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
年
度
追
加
登
録
と

し
て
申
請
さ
れ
る
人
は
、
有

効
期
間
が
一
年
間
と
な
り
ま

す
。

蠢
管
財
課
用
度
係

市役所の代表電話は

プリンス・トクガワの

生　　涯

12月12日

から

戸
定
歴
史
館
開
館
記
念
展

展
示
内
容
が
変
わ
り
ま
す戸

定
歴
史
館
開
館
記

念
展
と
し
て
行

わ
れ
て
い

る

「
プ
リ
ン
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
の
生
涯
」
の
前
期
分
が
、
1
2

月
８
日
で
終
了
し
、
展
示
替
え
後
、
引
き
続
き
1
2日
か

ら
後
期
の
展
示
が
始
ま
り
ま
す
。

1
1
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

戸

定

か
丘

歴

史

公

園
内

の

戸

定

歴
史
館
で
は
、
開
館
二
十
日
間

で
延
ベ
一
万
人
の
入
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。

現
在
、
開
館
記
念
展
と
し
て

「
プ
リ
ン
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
の
生

涯
」
展
の
前
期
分
を
展
示
し
て

い
ま
す
が
、
1
2月
８
日
収
で
終

了
し

、
1
2日
出
か
ら
は
後
期
の

展
示

が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
展
示
で
は

、
パ
リ
万
博

関
係
資
料
の
金
メ

ダ
ル

な
ど
が

新
た
に
出
品
さ
れ
る
ほ
か
、
写

真
・
美
術
工

芸
品
・
文
書
な
ど

が
替
わ
り
ま
す
。

一
八
六
七
年
パ
リ
万
博
関
係

資
料
で
国
内
に
残
さ
れ
て
い
る

主
要
な
も
の
は
　
こ
の
前
期
・

後
期
で
ほ

ぼ
見
る
こ
と

が
で

き

ま
す
。
後
期
の
会
期
は
１

月
1
5日
前

ま
で
で

す
。
皆
さ
ん
の

ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※
1
2
月
９
日
㈲
～
1
1
日
團
は
、

展
示
替
え
の
た
め
休
館
で

す
。

※
戸
定
歴
史
館
の
休
館
日
は
、

毎
週
月

曜
日
（
左
表
参
照
）

と
1
2月
2
8日
出
～
１
月
４

日

出
で

す
。

黷
戸
定
歴
史
館
登
6
2
1
2
0
5

0
番

山
水
幽
居
図
(
さ
ん
す
い
ゆ
う
き
ょ
ず
)

立
原
杏
所
・
画

(馬橋小学校４年)

種 類 公 園 松雲亭 戸 定 邸 戸定歴史館

利用時間 午前9 時～午後5 時
午前9時3時～午後5時

(入館は午後4時30分まで)

休館・園 月曜､ 年末年始
月曜､年末年始

展示替え期間

利用料金 無 料
500円

(1 時間)

大　 人50 円

小中学生20 円

大　 人50円

小中学生20円

※月曜が祝日の場合は開園し、翌日が休園になります。

●利用案内

1867年パリ万国博覧会金メ

ダル

(尚古集成館蔵)

来年４月

１日から

馬上の徳川昭武

(1868 年バリで撮影)



松戸市の職員給与等について 市民の皆さんに松戸市の一般職および特別職の給与等につ

いて理解していただくため、その概要をお知らせします。

蠢人事課給与係

職員手当の状況

区　分 松　　 戸　　 市 国

期末手当
勤勉手当

(２年度支給割合)

期末手当　　 勤勉手当

6 月期　　1.6 月分　　0.6 月分

12月期　　2.0 月分　　0.6 月分

３月期　　0.55月分　　―月分

計　　　4.15 月分　　1.2 月分

職制上の段階､職務の級等による加算措置…有

(２年度支給割合)

期末手当　　 勤勉手当

６月期　　1.6 月分　　0.6 月分

12月期　　2.0 月分　　0.6 月分

３月期　　0.55 月分　　 一 月分

計　　　4.15 月分　　1.2 月分

職制上の段階､職務の級等による加算措置…有

退職手当

(支給率)　　 自己都合　　 勧奨・定年

勤続20年　　　21.0 月分　36.6424 月分

勤続25年　　　33.75月分　47.4328月分

勤続35年　　　47.92月分　67.2152月分

最高限度額　　60.0月分　67.2152月分

その他の加算措置

定年前早期退職特別措置(2％～20％加算)

退職時特別昇給

勤続20年以上　　 １号俸または２号俸

(支給率)　　 自己都合　　 勧奨・定年

勤続20年　　　21.0 月分　28.875 月分

勤続25年　　　33.75月分　44.55月分

勤続35年　　　47.5月分　62.7月分

最高限度額　　60.0 月分　62.7 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特別措置(2％～20％加算)

退職時特別昇給　　　　 １号俸

１。退職手当支給率は平成３年度中の支給率を記載してありますが、最高支給率は本年度､平成

４年度に引き下げを行い、平成５年度からは国と同じ支給率になります。

２．松戸市の自己都合の最高限度額については、45年間勤続した率です。

調　整　手　当

(３年４月1 日

現在)

支給対象地域 全　地　域

支　　給　　率 10％

支給対象職員数 3,143人
国の制度（支給率） 3％

支給対象職員１人当たり平均支給年額（２年度決算） 333,012円

特 殊勤 務手当

(２年度)

区　　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 44.5％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 53,525円

手当の種類（手当数） 29種類

代表的な手当の名称
支給額の多い手当

技術研究調査手当、保育手当、し 尿

・ご み等収集処理手当、特殊現場勤
務手当、自動車運転手当

多くの職員に支給
されている手当

保育手当、危険作業手当、技術研究

調査手当　税務手当　救急出動手当

時間外勤務手当

２年度
支　給　総　額 903,487千円

職員１人当たり支給年額 328 干円

元年度
支　給　総　額 8Z2,133千円

職員１人当たり支給年額 321千円

(平成３年４月１日現在)

区分 内　　　　　　 容
国の制度
との異同 国の制度と異なる内容

扶養
手当

配偶者　　　　　　　　　　　16, 〔}00円

配偶者以外の扶養親族のうち２人4,500 円

配偶者なしの扶養親族のうち１人10,500 円

その他の扶養親族　　　　　　　1,000 円

同じ

住居
手当

借家・借間居住者

o8,500 円を 超え17,000円以下の家質支払倡

家賃－8,500 円

olZ,0CX〕円を超える家賃支払者

(家賃－IZ,000円)×1/2 十8,5〔}O円

≦23,0{〕O円

持家居住者　　　6,000 円

その他の者　　　2,000 円

異なる

国の場合

借家 ・借間居住者

ｏ11,000円を超え21,000円以下の家賃支払者

家賃－11,000円

o21,〔}00円を超える家賃支払者

(家賃 －21,〔X}O円) ×1/2 十10,000円

≦23,00{〕円

持家居住者

ｏ新築・購入後５年間　　2,500 円

ｏその他の者　　　　　　1,000 円

通勤
手当

30,0{〕O円以下の運質　　 運賃の全額

30,000 円を超える運賃

(運賃－30,00{〕円) ×1/2 十30,0〔)O円

≦35,000円

同じ

特別職の報酬等の状況（平成３年11 月１日現在）

区　分 報酬等月額 期　末　手　当

市　　　長

助　　　役

収　入　役

980,000円

810,000円

710,000円

(２年度支給割合)

６月期　2.2 月分

12月期　2.6 月分

３月期　0.55月分

計　　5.35月分

議　　　長

副　議　長

議　　　員

680,000円

620,000円

550,000円

人件費の状況( 普通会計決算)

区　分
住民基本台帳

人口(年度末)

歳 出 額

Ａ

実質収支 人 件 費

Ｂ

人件費率

(Ｂ／Ａ)

(参考)

元年度の人件費率

２年度
(3.3.31)

伺,9Z8人

千円

9Z,568,29Z

干円

2,824,Z99

干円

22,9朏,296

％

23.5

％

26.4

人件費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含まれます。

１。この「職員手当」には、管理職手当。扶養手当、調整手当。住居手当、通勤手当。特殊勤務

手当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。

２．職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市は、

他市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料 平均年齢 平均給料 平均年齢

松戸市 280,922円 38歳５月 266,159円 49歳２月

国 263,949円 38歳９月 245,328円 48歳 ○月

１。一般行政職とは、税務職、医療職、消防職、教育職、企業職、技能労務職等を除いた職員を

いいます。

２．技能労務職とは｡自動車運転手､守衛､作業員､用務員､給食調理員等をいいます。

区　　　分
松　　戸　　市 国

初　任　給 採用2年経過日の給料額 初　任　給 採用2 年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 157,200円 169,800円

Ｉ種157,300円 169,800円

Ⅱ種143,100円 15Z,200円
高校卒 125,600円 136,300円 117300円 蛟5 餡0円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成３年４月１日現在)

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

二般行政職
大学卒 230,74Z円 286,589円 335,172円

高校卒 207,533円 235,307円 286,246円

技 能 労 務 職 169,51Z円 195,Z00円 241,986円

経験 年 数 とは、 学校 卒業 後 直ちに 市 に採 用さ れ引 き続 き勤務 してい る場 合に は採 用後の 年数 を

い い、採 用前に 民間 歴等 の ある場 合 には、 そ の期間 を 換算 し採 用後の 年 数に 加算 し た年 数を い

い ます。

級
区分

９級 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な職務内容 局長 部長 課長 補佐 主幹 係長
主任
主事

主事
技師

事務員
技術員

職　員　数 １人 26人 130人 62人 226人 230人 665人 56Z人 60人 1,967人

構　成　比 0.1％ 1.3％ 6.6％ 3.1％ 11.5％ 11.Z％ 33.8％ 28.8％ 3.1％ 100％

参

考

１年前の構成比 1.3％ 凵 ％ 3.1％ 9.6％ 10.4％ 33.8％ 30.3％ 5.1％ 100％
級
区分 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

5年前の構成比 1.2％ 6.2％ 2.0％ 9.5％ 0.6％ 匐.5％ 56.Z％ ∠1.3％ 100％

１。給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区　　　　分 合　　計 一般行政職 技能労務職

２年度

職　　員　　数　　　（Ａ） 2,529人 1,9Z9人 550人

普通昇給期間（12～24月）を
短 縮し て昇給 した 職員 数（Ｂ ） 超人 37人 9人

比　　 率　　　( Ｂ) ／(Ａ) 1.8％ 髱9％ 1.6％

元年度

職　　 員　　 数　　　 （Ａ ） 2,462人 1,914人 548人
普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（Ｂ） 60人 ∠13人 17人

比　　 率　　　( Ｂ) ／( Ａ) 2.4％ 2.2％ 3.1％

ご
み
収
集
と
し
尿
の
く
み
取

り
は
、
年
内
は
1
2月
3
0日
囲
ま

で

、
新
年
は
１
月
４
日
出
か
ら

で

す
。
休
み
の
間
は
、
集
積
所
に

ご

み

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

年
内
に
く
み
取
り
が
必
要

な

家
庭
は
、
早
め
に

ご
連
絡
く
だ

さ
い

。

粗

大

ご
み

の

収
集

申

し

込
み

は

、

年
末

に

多

く
な

り

ま

す
の

で

、
早

め

に

申
し

込

ん
で

く

だ

さ
い

。

※
1
2
月
2
3
日
囲
は
、
祝
日
で
す

が

、

ご
み

収
集

と

し

尿
の

く

み

取

り

は

行
い

ま

す

。

醋

ご
み

＝

清

掃
第

一
課

、
し

尿

＝

清
掃

第

二

課

1
2月
3
1日
～
１
月
３
日

ご
み
収
集
・
し
尿
の
く
み
取
り
は
休
み
ま
す

広

報
ま

つ

ど

ご
み
特

集
号

を
発

行
し

ま
す

日

ご
ろ
、

ご
み

減
量
・
資
源

化
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
松
戸
市

の

ご
み
問
題
の
現
状
と
解
決
策

に
つ
い
て

、
よ
り
一
層

ご
理

解

い
た
だ
く
た
め
、
1
2月
1
0日
収

に

広
報
ま
つ

ど
・

ご
み
特
集
号

を
臨
時
発
行
し
ま
す
。

門
松
力
ー
ド
を
1
2
月
1
0
日
脚

か
ら
配

り
ま

す

1
2月
1
0日

㈹
か
ら
市
役
所
玄

関
受
付

、
市
民
課
、
各
支
所
で

門
松

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

枚
数
は
一
世
帯
に
つ
き
一
枚
で

す
。町
会
・
自
治
会
単
位
で

ご
希

望
の
人
は
、
窓
口
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

黯
広
報
課

※
少
年
セ
ン
タ
ー
昔
6
6
j
7
4
6
4
番
と
教
育
研
究
所
昔
6
6
1

7
4
6
1
番
の
移
転
は
、
後
日
に
な
り
ま
す
。

默
管
財
課
庁
舎
管
理
係

美

術

館

準

備

室

社

会

教

育

課

中

学
校

給
食

準
備
室

保

健

体

育

課

指
　
　

導
　
　

課

学
　
　

務
　
　

課

学

校

施

設

課

庶
　
　

務
　
　

課

課
　
　
　

名

移
転
し
た
課
と
電
話
番
号

6
6－

フ

４

６

３

番

6
6－

フ

４

６

２

番

6
6－

フ

４

６

０

番

6
6ー
フ

４

５

９

番

6
6－

フ

４

５

８

番

閲

－

フ

４

５

フ

番

6
6－

フ

４

５

６

番

6
6－

７

４

５

５

番

電
　

話
　

番
　

号

●案内図

移転先…松戸市根本356番地
京葉ガスＦ松戸ビル

市
教
育
委
員
会
が
移
転
し
ま
し
た

職員給与等の状況職 員手 当の 状 況

昇給期間短縮の状況

一般行政職の級別職員数の状況(平成３年４月１日現在)

職員の初任給の状況（平成３年４月１日現在）

職員の平均給料月額および平均年齢の状況(平成３年４月１日現在)

一般職員給与費の状況(普通会計当初予算)

区　分 職員数Ａ
給　　　与　　　費 １人当たり給与費

(Ｂ ／Ａ)

臓員1人当たりの住民数

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ 松戸市 県内市分平
均

３年度
(3.4.1)

3,180人

千円

10,920,37Z

千円

3,587,1Z4

千円

5,Z85,296

干円

20､292,84Z

千円

６洲

．人

伺い

人

ｍ Ｒ



ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
サ
ン
セ
ッ
ト
豊
夢

入

所

希

望

者

を

受

け

付

け

中

市長の窓

完 成 予 想 図

サ
ン

セ
ッ

ト

豊

夢
（
ホ

ー

ム
）
は

、
お
年
寄
り
の
た
め
の

新
し
い
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

六
十
歳
以
上
の
独
立
し
た
生

活
に
不
安
が
認
め
ら
れ
る
人
で
、

家
族
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
人
が
対
象
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
・
八
柱
福
祉

会
が
設
置
し
運
営
す
る
た
め
、

入
所
に
当
た
っ
て

は
、
直
接
同

会
と
の

契
約
に
な
り
ま
す

。

所
在
地
…
松
戸
市
日
暮
一
八

七
－

一
、
Ｊ
Ｒ
新
八
柱
駅
・
新

京
成
八

柱
駅
か
ら
徒
歩
七
分

入
所
予
定
日
…
６
月
１
日

定
員
…
一
人
部
屋
二
十
六
室
、

二
人
用

部
屋
十
二
室
、
計
五
十

人
資
格
…
六
十
歳
以
上
の
人
で
、

住
宅
事
情
が
困
難
な
状
態
に
あ

り
、
入
所
費
用
を
負
担
で
き
る

松
戸
市
で
は
、
長
期
計
画

で

市
内
に
三
ヵ

所
の
清
掃
工

場
を
持
つ
こ

と
に
し
て
お
り
、

現
在
は
六
和
と
六
実
の
ニ
工

場
か
稼
動
し
て
お
り
ま
す
。

両
工
場
の
炉
の
公
称
焼
却

能
力
は
前
者
が
一
日
二
百
七

十
五
㌧
、
後
者
が
一
日
二
百

㌧
で
す
が
、
い
ず
れ
の
炉
も

建
設
後
年
月
が
経
過
し
、
年

年
焼
却

能
力
が
低
下
し
て
い

ま
す
し

、
定
期
点
検
や
整
備

’

等
の
理
由
に
よ
り
、
年
間
二

ヵ
月
以
上
も
運
転
を
休
み
ま

す
の
で

、
実
質
一
日
平
均
の

焼
却
能
力
は
両
工

場
で
三
百

二
十
㌧
程
度
で
す
。

特
に
六
和
の
焼
却
炉
は
建

設
後
、
か
な
り
の

年
月
が
経

過
し
、
建
て
替
え
の

時
期
が

来
て
い
ま
す
が
、
建
て
替
え

期
間
中
、
従
来
こ

の
工
場
で

焼
却
し
て
い
た
ご
み

を
ど
う

処
分
し
た
ら
よ
い
か
が
大
き

な
問
題
で

す
。

現
在
、
市
で

は
燃
や
せ
な

い

ご
み

は
北
陸
の
敦
賀
市
・

東
北
の
能
代
市
、
焼
却
灰
は

銚
子
市
に
運
び
埋
め
立
て
処

分
し
て
い

る
こ

と
は
、
前
に

収
入

が
あ

る
人

（

年
収

二

百
五

十
万

円

以
下

の

人

に

は

、

国

・

県

事
務

費

補

助

金

が
交

付

さ
れ

ま

す
）

費
用
…
一
人
当
た
り
月
額
十

一
万

円

程

度

（

給
食

費

・

光
熱

水

費
を

含

む

。
ほ

か

に

入

所

保

証

金
三

ヵ

月

分

程
度

あ

り

）

施
設
概
要
…
各
室
独
立
し
た

居
室

（
洗

面

所

・
ト

イ
レ

・

流

し

台
付

き

）
で

、
一

人

部

屋

が

約
二
十
七
平
方
㍍
二
人
用
部

屋
が
約
三
十
五
平
方
㍍
（
全

室

冷

暖

房

完

備

）
。

ホ

ー
ム

職

員
八

人

に

よ

る

養
護

が

受
け

ら

れ

、
食

事
も

一

日
三

食
提

供

さ

れ

ま
す

。

蠢

法
人

仮

事

務

所

（
松

戸

市
日

号

一
一
四

）

容
8
6－
8
9
9
0

番

（
Ｆ

Ａ

Ｘ

併

用
）

ま

た

は

市

な

が
い

き

課

庶

務
係

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、

新
聞
・
テ
レ

ビ
で

報
道
さ
れ

ご
承
知
の
通
り
、
そ

れ
ら
の

都
市
で
は

、
他
市
か
ら
の
ご

み
の

搬
入
は
や
め
さ
せ
る
べ

き
だ
と
の
住
民
運
動
や
論
議

が
沸
き
起
こ

っ
て
お
り

、
新

た
に

建
て
替
え
期
間
中
の
ご

み
ま
で

受
け
入
れ
て
く
れ
る

新清掃工揚（仮称）松戸市和名ヶ谷

クリーンセンターの完成予想図

自
治
体
は
、
見
当
た
り
ま
せ

ん
。と
す
れ
ば
、
家
庭
か
ら
の

ご
み
の
収
集
を
継
続
す
る
に

は
、
清
掃
工

場
を
新
設
し
、

そ
の

完
成
後
、
老
朽
化
し
た

工

場
を
建
て

替
え
る
と
い
う

対
象
…
昭
和
6
0
年
４
月
１
日

～

平

成
元

年
３

月
3
1
日

の

間
に

、

公

務

扶

助
料

・

遺

族

年
金

等
の

受

給

権

者

が
い

な
く
な
っ
た
戦

没
者
の

遺
族

支
給
…
六
年

間
に
わ
た
り
、

毎
年
三
万
円
ず

（
婚
姻
・
養
子

縁
組
に
よ
り

平
成
元

年
４

月
１
日
現
在
で

、

氏
が
変
わ
っ
て
い
る
人
は
除

く
）

④
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て

い
な
か
っ
た
父
母
・
兄
弟
姉

受
け
付
け
中
で
す

2
7日

ま
で
に
請
求
し
な
い
と
受

給
で

き
ま
せ
ん
。

※
第
四
回
特
別
弔
慰
金
（
額
面

三
十
万
円
の

国
債
）
を
受
給

中
の
人
は
対
象
外
で

す
。

つ

（
額
面

十

八

万

円
の

国

債

）

支
給
順
位
…
次
の
順
位
で
、

一

人

だ
け

が
請

求
で

き
ま

す

。

①
弔

慰

金

受
給

権

者

②
子

③

戦
没

者
と

生

計

を

共
に

し
て

い

た

父

母

・

兄

弟

姉

妹

、

戦
没
者
の
遺
族
へ
の
特
別
弔
慰
金

戦
傷
病
者
等
の
妻
へ
の
特
別
給
付
金

妹

お

よ

び

③
で

除
か

れ

た

父

母

・

兄

弟
姉

妹

⑤
戦

没

者
の

三

親

等
内

の

親

族

（
戦

没

者
の

死

亡
か

ら

さ

か

の

ぼ

る
こ

と

一

年
以

上

、
生

計
関
係
の
あ
っ
た
人
に
限
る
）

請
求
期
限
…
平
成
４
年
６
月

老
人
医
療
受
給
者
等
の
付
き
添
い
看
護
料
を
助
成

付
き
添
い
看
護
料
…
老
人
保

健

法
に

よ

る

看

護

料
の

支

給
を

受

け

た
人

に

、

実

際
に

支

払
っ

た

看

護
料

と
の

差
額

を

助

成
し

一
部
の
市
民
の

皆
さ
ん
の

間
に
、
ご
み
の
分
別
収
集
を

さ
ら
に
徹
底
し
、
再
利
用
を

図
っ
て
い

け
ば
新
清
掃
工
場

は

建
設
の
必
要
は
な
い
と
の

意
見
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
意

見
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
消

ま
す
。
助
成
限
度
額
（
一
人
当

た
り
）
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

黯
な

が
い
き
課
福
祉
係

市
と
し
て
も
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
今
後
と
も
精
一

杯
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
て

、
市
内
三
つ
目
の
清

掃
工
場
（
処
理
能
力
日
量
三

百
㌧
)
に
つ
い
て
は
、
和
名

ヶ
谷
に
建
設
す
る
こ
と
と
し

、

特

別

給

付

金

支
給
対
象
者
は
次
の
と
お
り

で

す
。

①
昭
和
5
8年
４

月
２
日
以

降
に

戦
傷
病
者
と
婚
姻
し
た
妻
、

ま
た
は
同
日
以
後
、
戦
傷
病

支給対象者
１日当たりの

助成額

現年度分市民税非
課税世帯の人

4,5{X〕円以内

現年度分市民税均
等割課税世帯の人

3,5{X〕円以内

現年度分市民税所

得金額が市で決め
た額以内の世帯の
人（下表参照）

2,5a〕円以内

今
年
度
は
全
国
的
に
清
掃

工
場
の
新
増
設
の

需
要
が
多

く
、
国
の
予
算
計
上
額
で
は

各
市
の
需
要
に

応
じ
切
れ
ず
、

先

伸
ば
し
（
翌
年
度
以
降
に

ず
れ
込
む
）
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い

た
の

新

清

掃
工

場

の

建

設

順

序
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
新
工
場
の
建

設
に
当
た
っ
て
は

、
今
後
の

ご
み
の
推
移
を
予
測
し
つ
つ

過
大
な
投
資
と
な
ら
な
い
よ

う
配

慮
す
べ
き
で
す
。

費
者
の
協
力
は
も
と
よ
り
、

特
に
企
業
の

ご
み
に
対
す
る

理
解
と
責
任
の
自
覚
、
再
利

用
に
関
す
る
経
済
界
の
協
力
、

法
的
な
整
備
等
が
な
さ
れ
な

け
れ
ば
、
実
効
を
挙
げ
得
ま

せ
ん
。

す
で
に
地
元
町
会
の
ご
理
解

を
得
て

用
地
買
収
も
済
み

、

諸
般
の
準
備
を
進
め
て

き
ま

し
た

。
こ

れ
と

併
行
し
て
厚

生
省
に
対
し
清
掃
工
場
の

建

設
補
助
金
の
確
保
に
つ
い
て

陳
情
を
続
け
て

き
ま
し

た
。

で

す

が

、

補

助
金
の

単

価
は

下

が
り

ま
し

た

が
、

と
に

か

く

国

庫

補

助
金

の

交

付

が
決

定

し

、

今

年

度
か

ら
の

着
工

が
認

め

ら

れ

ま
し

た

。

こ
の
1
1
月
2
5
日
の
臨
時
市

議

会

に

お
い

て

、
お

陰

様
で

、

者
と
な
っ
た
人
の

妻
で
、
平

成
３

年
４
月
１
日

現
在
、
第

五
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
等

を
受
け
て
い
る
人
の

妻

②
前
回
、
第
二
回
ぬ
号
、
第
六

回
い
～
ほ
号
、
第
十
一
回
い

～
は
号
を
受
け
た
戦
傷
病
者

の
妻
で

、
昭
和
5
8年
４
月
１

日
～
6
1年
９

月
3
0日
ま
で
の

間
に
、
戦
傷
病
者
が
平
病
死

し
た
妻

③
前
回
、
第
六
回
ほ

号
を
受
け

た
戦
傷
病
者
の
妻
で

、
昭
和

5
8年
３

月
3
1日
以
前
に

戦
傷

病
者
が
平
病
死
し
た
妻

※
問
い
合
わ
せ
を
す
る
と
き
は
、

前
回
受
給
し
た
国
債
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

醋
援
護
課
社
会
係

( 年間90日を支給限度とします｡)

２人世帯

約2,957, 叩O 円以内

５人世帯

約6,022,【X】0円以内

所得制限は ，世 帯や年齢

等によって 異なり ます。

全
会
一
致
で
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
議
決
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

新
工
場
の
設
計
・
仕
様
に

つ
い
て
は
、
そ
の
方
面
の
一

流
の
先
生
方
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
つ
つ

、
公
害
に
つ
い

て
は
万
全
を
期
し
ま
し
た
の

で
、
工
事
請
負
金
額
は
国
庫

補
助
額
の
十
倍
（
二
百
四
十

七
億
二
千
万
円
）
に
も
な
り

ま
し
た
。

今
後
全
国
市
長
会
と
し
て

は
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
、
国
の
補
助
金
の
増
額

を
運
動
し
て
い
く
こ

と
に
な

る
で
し

ょ
う
。

新
工
場
の
完
成
は
平
成
７

年
度
の
予
定
で
す
。
詳
細
は
、

広
報
ま
つ
ど
1
2月
2
0日
号
に

掲
載
さ
れ
る
予
定
で

す
。

歯
を
大
切
に

き
れ
い
な
歯
並
び
は

よ
く
噛
む
こ
と
か
ら

今
、
歯
科
診
療
室
を
訪
れ

る
子

供
や
若
者
の
中
に
、
歯

並
び
の
悪
い
人
が
大
変
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

歯
並
び
が
悪
か
っ
た
り
、

反
対
咬
合
（
受
け
口
）
だ
と
、

見
た
目
が
悪
い
だ
け
で
な
く
、

よ
く
噛
め
な
い
た
め
に
、
胃

腸
に
も
負
担
が
か
か
っ
て
く

る
こ

と
が
問
題
で

す
。

さ
ら
に

、
歯
並
び
が
悪
い

と
こ

ろ
は

、
汚
れ
が
た
ま
り

や
す
い

ば
か
り
で

な
く
、
歯

磨
き
を
し
て
も
磨
き
残
し
て

し
ま
う
こ
と

が
多
い
の
で
、

む
し
歯
や

歯
周
病
に

な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果

、
歯
並
び
の
悪

さ
が
原
因
で
、
歯
を
早
い
時

期
に
失
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

歯
並
び
が
悪
い
人
は
、
昭

和
4
0年
こ

ろ
に
生
ま
れ
育
っ

た
子
供
た
ち
か
ら
、
特
に
多

く
な
っ
て

き
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ

う
し
た

傾
向
の
原
因
の

一
つ
と
し
て

、
食
生
活
の
変

化

、
す
な
わ
ち
過
度
に
精
製

加
工
さ
れ
た
加
工
食
品
等
の
、

い
わ
ゆ
る
「
や
わ
ら
か
い
食

べ
物
」
の
は
ん
ら
ん
が
あ
げ

ら

れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

あ
ま
り

噛
ま
な
く
て

も
済

む
よ
う
な
、
や
わ
ら
か
い
食

べ
物
に
慣
れ
き
っ
た
子

供
た

ち
に
は
、
噛
む
と
い
う
運
動

そ
の
も
の
の

減
少
が
み
ら
れ

る
よ
う
で

す
。

噛
む
こ

と
の
運
動
が
不
足

す
る
と
、
十
分
に
あ
ご
の
骨

が
発
育
し

な
い
ま
ま
に
、
大

人
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
得
る
と
推
察
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

と
こ

ろ
が
、
喘
み
不
足
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
歯
の
大

き
さ
の
ほ

う
は
特
に
小
さ
く

な
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で

す
。

そ

う
す
る
と
、
小
さ
な
あ

ご
に

、
普
通
の
大
き
さ
の
歯

が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
生
え
て

く
る
こ
と
に
な
り

、
歯
は
き

れ
い
に
そ
ろ
っ
て
並
ぶ
こ

と

が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ

と
は
、
容
易
に

想
像
で
き

る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

育
ち
盛
り
の
子

供
に
は
、

き
れ
い
な
歯
並
び
に

育
て
る

た
め
の
一
助
と
し
て

、
よ
く

噛
ま
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
よ

う
な
、
歯
ご
た
え
の
あ
る
食

べ
物
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で

し
ょ
う
か
。

さ
あ
、
今
日
の

夕
食
の
メ

ニ
ュ
ー
は
大
丈
夫
で

す
か
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

宮
間
満
寿
雄

所得制限の例

特
別
弔
慰
金



12月９日(月)は｢障害者の日｣

に理解を心のふれあいを大切に
1
2
月
９
日
は
、
「
障
害
者
の
日
」
で
す
。

昭
和
5
0
年
1
2
月
９

日

、
国

際
連
合

で

、
障

害
者

の
基

本

的
人
権

と

障
害
者

問
題

に
関

す

る
指

針
を

示

す
「
障

害
者
の

権

利
宣

言
」
が

採

択
さ

れ
ま

し
た

。

わ
が

国
で

も
こ

れ

を
受

け

て

、
「

国

際
障

害

者

年
」（

昭

和
5
6年

）
を

記
念
し

、
障

害
者

問

題
に
つ

い

て
理

解
と

認

識
を
深

め
、

障
害

者
福

祉
の

増

進
を

図

る
た

め

、「

障
害

者

の

日
」
が

設

け

ら

れ

ま
し

た
。

障

害
を

も
っ

人

も

も
た

な
い
人

も

、
だ

れ

も
が

家
庭

や
地
域

で

共
に

豊

か
な

生
活

を
送

る
こ

と
の

で

き

る
社

会
の
実

現
に

は

、
皆

さ
ん

一
人
ひ

と

り

の

理

解
が
不

可
欠

で

す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
障
害
を
も
つ
人
が
困
っ
て
い

た
ら

、
気

軽
に

お
手

伝
い

を
お

願
い
し

ま
す

。

市
内
に
は
、
視
覚
・
聴
覚
・

内
臓
機
能
障
害
、
肢
体
不
自
由

な
ど
の
た
め
に
、
身
体
障
害
者

手
帳
や

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い

る
障
害
者
が
、
五
千
六
百
八
十

四
人
い
ま
す
（
平
成
３
年
度
）
。

こ

れ
ら
の
障
害
を
も
つ

人
た

ち
が
住
み
よ
い
街
と
な
る
よ
う
、

市
で
は

、
障
害
者
の
生
活
環
境

の
改
善

、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に

努
め
て
い
ま

す
。

昭
和
5
5年
に
は

、
厚
生
省
か

ら
「
障
害
者
福
祉
都
市
」
の
指
定

を
受
け
て
、
盲
人
用

信
号
機
や

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、
公
共
・

施
設
の
入
口
の
自
動
ド
ア

ー
化

・
ス
ロ
ー
プ
化

、
身
体
障
害
者

用
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
、
障
害

を
も
つ
人
た
ち
に
優
し
い
街
づ

く
り
を
進
め
る
一
方
、
福
祉
夕

ク
シ
ー
、
手
話
通
訳
者
・
視
覚

障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
の
派

遣
、
各
種
手
当
等
の
経
済
的
援

助
な
ど
の
、
障
害
者
が
社
会
に

参
加
す
る
お
手
伝
い

も
し
て
い

ま
す
。

せっかくの点字ブロックも、これでは役に立ちません

Ｏ障害のあるなしにかかわらず、人間は皆お

互いに助けられて生きています。障害をも

つ人に対するお手伝いは、人間として当然

の行いです。特に意識することなく、ごく

自然な気持ちでお手伝いしましよう。

Ｏ人間一人ひとりが千差万別であるように、

障害をもつ一人ひとりも全て違います。

「障害者」とひとまとめに考えるのは、混

乱のもとになります。一人ひとりが別の人

格であることを認識することが、障害をも

つ人に対するエチケットの基本です。

Ｏ障害をもつ人のお手伝いをするときは、ま

ず、声を掛けることが大切です。

黙っていきなり身体に触れたり、車いすを

押したりするのは、失礼でもあり、相手を

驚かせたりすることになります。

障害をもつ人が困っているのを見かけたら、

その人が何をしてほしいのかを聞くことか

大切です。障害をもつ人自身も、介助のさ

れ方を工夫しています。ひとりよがりに手

を出すのは、親切ではなく、お節介になり

ます。

○障害をもつ人を特別視したり、無能力扱い

をしないことか、障害をもつ人に対して最

も理解ある態度です。

同情に基づく言語は控え目に。必要なとき

には快くお手伝いをお願いします。

し
か
し

、
障
害
を
も
つ
人
た
・

ち
が
健
常
者
と
共
に

暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
生
活
環
境
の

整
備
だ
け
で
は
十
分
で
あ
り
ま

せ
ん
。
何
よ
り
も
、
私
た
ち
一

人
ひ

と
り
の
障
害
者
に
対
す
る

理
解
と
思
い
や
り

が
大
切
で

す
。

皆
さ
ん
の

周
り
で

、
障
害
を

も
つ
人
た
ち
が
困
っ
て
い
た
ら

、

気
軽
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

醋
し

あ
わ
せ
課
福
祉
係

相手の立揚になった思いやりが大切です

市内には、障害をもつ人たちのお手伝

いをする、あるいは障害者とのふれあい

を深めるためのボランティアグループが

たくさんあります。

今回は、その中からいくつかのグルー

プの活動を紹介します。あなたもボラン

ティア活動に参加してみませんか。

始めてみませんか

松戸市における心身障害者数（各年４月１日・単位人）

点訳奉仕会
目

の
不

自
由

な
人
の

た

め
に

、
カ
レ

ン
ダ

ー
、

時
刻

表
、
地

図

、
学

生
用

参

考
書

な
ど

を
つ

く
つ
て

い

ま
す

。

点

字
を

修
得

す

る
に
は

時
間

が
か

か

る
の
で
、
会
員
は
根
気
強
い
人
が
多
い

よ

う
で

す

。
で

も
、

一
番

必
要

な
の

は

、

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
と

い

う
、
奉

仕
の

心
か

も
し

れ
ま
せ

ん

。

暦

点

訳
奉

仕
会

・
牛
山

容
4
4－
3
2
0

4
番

点字を打つ井垣さん

新松戸

大石　洋子さん

「障害者の日」記念バザー

日時…12月 ９日（月）・10日（火）

午前９時～午後４時

会場…市役所１階新館本館連絡通路

内容…市内各施設の作品展示･販売、バザー、施設

紹介､各種福祉サービス･ケア体系などのＰＲ初心者は、少人数で基本から

福
祉
関
係
の
大
学
に
進
学
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
去
年
の
５
月
か

ら
手
話
を
始
め
ま
し
た
。

手
話
は
難
し
い
け
れ
ど
、
そ
れ

だ
け
に
通
じ
た
と
き
は
、
心
が
つ

な
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。

｢広報まつど」をテープに吹き込む朗続奉仕会の皆さん

目

の
不

自
由

な
人

の
た

め

に
「
声
の
広
報
ま
つ
ど
」
の

吹

き
込
み

か

ら
始

ま
っ

た
朗

読

奉
仕

会
も

、
来

年
で
二

十

周
年
を

迎
え

ま

す
。

現
在

は
、

週

刊
誌

や
小

説

の
ほ

か
、
家

庭

を
訪

問
し
て

対
面

朗
読

も
行
っ

て

い
ま

す
。

こ

れ
か

ら
も
「

目
の

不
自

由

な
人
に
本
を
読
む
喜
び
を
」

を

合
言

葉
に
頑

張
っ

て
い

き

た
い

と

思
い

ま
す

。

雋
朗

読

奉
仕

会
・

高
倉

昔
8
7

1

フ
０

８
６

番

期　日 内　　　　　　　 容 開演時間

12/7(土) 劇団飛行船「花咲かじいさん　　　　　　 ☆ 14:O(〕

８(日) 若生一葉舞踊連合会舞踊大会 10:C}0

10 松戸市民クリスマス 18 : 00

13 ヤマハ華麗なるクラシックコンサート　　☆ 18 : 00

15(日) 第九コンサート　　　　　　　　　　　　 ☆ 14 : 30

18水） 松戸子ども劇場・舞台劇「森は生きている」☆ 18 : 00

20 エトワール・バレーシアター発表会 18 : 00

21(土) 松戸市芸術舞踊協会公演 16 : 00

22(日) 小金高校ＯＢ吹奏楽団吹奏楽演奏会 15:00

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です。

蠢市民会館容68－1237～9 番

期　日 内　　　　　　　 容 開演時間

12/6 廁 うめのかずこコンサート　　　　　　　 ☆ 18 : 30

７山 ピアノ発表会 15 : 00

12困
万葉集講座 10 : 00

ピアノコンサート IZ:00

13愬
講演会 10 : 〔}0

ピアノ発表会 18 : 00

14田 健康カラオケコンテスト　　　　　　　　 ☆ 18 : 20

15く日） クリスマス・コンサート 17:00

18團 ロック・コンサート 17:00

21二） ピアノ発表会 12:00

22(日) ピアノ発表会
13 : 10

ら　
・

18 : 00

24 ピアノ・電子オルガン発表会 17 : 30

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です。

蠢市民劇場昔68－0070番

期間 12月13日まで 12月14日～25日 12月26日～１月10日

東ギ
ャラ
リー ｢彩版画グループ｣

作　 品　 展

松戸書道教室

十周年記念作品展 主　 催　事　業

｢ 千葉県美術展

入選作品展｣

西ギャラリーy

和紙押 絵教室

梨　 花　 会

作　　 品　　 展

｢ザ・切り絵松戸｣

作　　 品　　 展

縢吐会教育課成人教育係

期　　間 内　　　　　　　 容

12/8 旧)まで
松戸地方特殊学級合同作品展

第26回丹青会水墨画展

12/11困～15旧） 第９回墨絵(百和会)展覧会

休館日…月曜日・祝日・年末年始

開館時間…午前10時～午後６時(初日と最終日は変更もあります)

默文化ホール容67－7810番

平
成
３
年
４
月
１
日
～
９
月
3
0日

多
く
の

方
々
か
ら
貴
重
な
寄
付

を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す

。

皆
様
の

寄
付
は
、
ご
趣
旨
に
沿

っ
て
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
福
祉
関
係
へ
…
日
本
民
謡
仲
原

会
、
増
田
橲
子
、
財
ラ
ボ
国
際
交

流
セ
ン
タ

ー
松
戸
地
区
研

究
会
、

常
盤
平
六
丁
目

婦
人

会
、
さ
く
ら

通
り
商
店
会

婦
人

部
、
松
戸
市
家

庭
婦
人
ス
ポ

ー
ツ
連

盟
、
㈲
千
成

亭
、
鎌
滝
重
子

、
大
利

根
商
事
㈱
、

渡
辺
小
鈴

、
明
治
神

宮
崇
敬
会
、

ベ
ス
ト
建

具
、
中
島
英

夫
、
渡
辺

清
忠
、
実
平
益
弘

、
城
谷
一

法
、

松
戸
盆
栽
愛
好
会
、
溝
江

き
よ

、

舞
夢
新
松
戸
社
交
ダ
ン
ス
サ

ー
ク

ル

、
秋
山
淳
子

、
栗
山
喜
一

、
サ

ニ

ー
レ

ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
㈱

、
森

川
み

ど
り
、
松
戸
市
畳
業
組
合

、

石

橋
尚
子

、
板
垣
民
子
、
陣
ヶ

前

こ
と

ぶ
き
会
、
常
盤
平
文
化
連
合

会
、
松
戸
邦
楽
会
、
豊
峻
会
、
エ

ー
・
エ
ル

ー
テ

イ
産
業
㈱
、
三
喜

鮨
、
根
本
千
代
子
、
㈱
エ
コ
ー
商

事
、
松
戸
名
人
会
、
㈱
小
川
製
作

所
、
村
木
シ
ヅ

、
菊
地
恵
子

、
蜷

川

博
、
千
葉
県
立
松
戸

高
等
学
校

家
庭
委
員
会
、
胡
録
台

商
工

振
興

会
、
㈱
ス
ズ
ケ
ン

、
涌
井
喜
三

郎

、
さ
つ

き
ま
つ

り
実
行

委
員
会
、

松
戸

市
ス
ケ

ー
ト

連
盟
、
楠
田
忠

男

、
橋
本
春
代
、
松
戸
市
観
光
梨

園
組
合
連
合
会
・
松
戸
梨
研
究
会

、

舞
夢
馬

橋
社
交
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

、

高
井

徹
夫
、
中
川
和
彦
、
石

亀
喜

久
代

、
㈱
ノ
ー
ブ
ル

・
千
葉

興
業

銀
行
馬
橋
支
店
、
溝
田
ス
ミ
、
社

千
葉

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
松

戸
支

部
北
松
戸
（
東
）
地
区
、
千
葉

県
理
容

環
境
衛
生
同
業
組
合

、
池

田
紀
久
男

、
土

山
謙
治
、
西
村
明

泰
、
セ
イ
コ

ー
電
子
工

業
労
働
組

合
高
塚
地
区
支
部
共
済
部
、
ひ
ま

わ
り
会
、
田

村
裕
、
星

幸
会
、
鈴

木
吉
次
、
小

堺
政
義
、
幸
島
佐
代

子
、
民
謡
慧
松

会
、
丸

山
富
司
雄
、

み
ど
り
ダ
ン
ス
ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ
ブ

▼
教
育
関
係
へ
…
小
川
栄
一
、
山

口
君
子
、
舞
夢
Ｍ
Ｋ

、
西

野
輝
子
、

染
谷
昭
二
、
坂
巻
栄
一

、
埼
玉

中

央
漁
業
協
同

組
合
、
中
山
清
、
鈴

木
勉
▼
そ
の
他
…
小
泉
清
二
、
古

宮

徳
一
、
㈱
山

之
内
不

動
産
、
山

口
豊

専
先
生
を

偲
ぶ

会
、
梅
田
勇

、
東

京
電
力
㈱
松
戸

営
業
所
、
小

出
剛

郎
、
葛
岡

和
夫
・

松
戸
米
造

・
伊

原
宏
平

、
情
報

開
発
㈱
、
小

口
甲
子

男
、
合
資
会

社
望

月
木
工

所

、
佐
藤
靖
彦
・
正

木
定
治
・
荒

井
都

雄
・
田
口
幸
雄

、
斉

藤
千
代

子
、

松
戸
建
築
事
務

所
協
会
、
榎

本
せ
い
子

、
白
井
聖
地
公

園
石

材

業
協

同
組
合
・
松
戸
石
材
総

合
セ

ン

タ

ー
協
同
組
合

（
順
不

同
、
敬
称
略
）

黯
総
務
部
庶
務

課
庶
務

係

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
会
員
募
集

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
六

十
歳
以
上
の
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
職
種
…
植
木
の

手
入
れ
・
塗

装
・
除
草
・
清
掃
な
ど

惠
写
真
と
印
鑑
を
持
参
し
て
、

午
前
９

時
～
午
後
４

時
（
土
曜

日
は
午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で

）
に

左
表
の
施
設
へ

地　区　名 受　付　場　所 受付日

松 戸 地 区 ながいき課 月～金

矢 切 地 区 矢切老人福祉センター

火～土東 部 地 区 東部老人福祉センター

馬 橋 地 区

馬橋市民センター

馬橋東市民センター
日・木
を除く

常盤平地区 常盤平老人福祉センター

火～土小金・小金原地区 小金原老人福祉センター

新松戸地区 新松戸市民センター

五香六実地区 生きがい福祉事業団 月～金

醋
生
き

が
い
福
祉
事
業
団｛
一一
8
4－
3
1
9
1

番
．

再

生

自

転

車

を

販

売

受
付

日

時
1
2
月
2
0
日

窗

午

前

９

時
～

午

後
３

時

、
2
1
日

出

午

前
９
時
～
1
1
時
　
抽
選
・
販
売

日
時
1
2
月
2
1
日
倒
午
前
1
1
時
か

ら
　
会
場
生
き
が
い
福
祉
セ
ン

タ

ー
（

金

ヶ

作
二

七

七
－

四

）

台

数
・

価

格
三

十

台

・

一
台

五

千

円

～

一
万

一
千

円
　

交

通
五

香

駅

東
口
か

ら

新
京

成
バ
ス
「
小

新

山

行

き
」

ま

た

は

「
柏

陵

高

校

行

き
」

で

、
新

栄

町
入

口

下

車

（
五

香
駅

発

、

午

前
９

時
2
1

分

・
3
0
分

、
1
0
時
４

分

が
あ

り

ま

す

）

※

抽

選
日

当

日
（
2
1
日

）
は

、
五

香

駅
東

口

午

前
1
0
時
発

の

事

業

団
マ

イ

ク

ロ

バ
ス

を

運

行

し

ま
す

（
迎
え

の

み

）
。

※

駐

車

場
が

あ

り

ま
せ

ん

の
で

、

車
で

の

来

場
は

ご

遠
慮

く

だ

さ
い

。

茴

生

き

が
い

福

祉

事
業

団

登
8
4

－
3
1
9
1

番

※月々の会費は必要ありません。

自

然

を

テ

ー

マ

に

し

た

創

作

物

語

・

脚

本

を

募

集

内
容

沼

・
湖

・

川
な

ど

広

く

自

然

を
テ

ー
マ
に

し

た

創

作

物

語

ま
た

は

脚

本

（
四

百

字

詰

め

原

稿
用

紙
十

枚
以

上

。

未

発

表

の

も
の

）

隰
１

月
1
5
日

前

ま
で

に

、

住

所

・

氏

名
・

電

話

番
号

を

記

入
し

て

、

郵
送

で

〒
2
7
0
A
1
1
1
1

一
我

孫

子

市

高
野

山

新
田

一

九
三

手

賀

沼

親

水

広

場

（
｀
一
〇

４

７

１
－
8
4

よ

Ｕ
５
５

５

番
）

へ

児

童

扶

養

手

当

１２

月

期

分

が

支

給

さ

れ

ま

す

1
2
月
1
1
日
困
か
ら
児
童
扶
養

手

当
1
2
月

期
分

を

支

給
し

ま
す

（

銀
行

・

郵
便

局

と

も

）。
ま

だ

児

童

扶

養

手
当

証

書

保

管

証
を

お

持

ち
の

人

は

、

保

管

証
と

証

書

に

使

用
の

印

鑑

を

持

参
し

、

至

急

窓

口
へ

お

い
で

く
だ

さ

い

。

鬩

援

護

課

援
護

係

寄
付
あ
り
が
と
う

文化ホールギャラリー

松戸駅市民ギャラリー

市民 劇 場

市 民 会 館

朗読奉仕会

点字印刷機の原版を作る

赤いさんと秋山さん

ボランティア

障害者

困ってい るときには

手を貸して ください

(障害をもつ人へのエチケット)

人

権
デ
ー
（
1
2月
４

日
～
1
0日

）

栄 町

岡　しのぶさん

手話サークルゆうかりの会 ＼ 松戸市
人 口

身 体 障 害 者 精神薄弱者

合計
内部 視覚

聴音
言平 肢体 小計 軽度 中度 重度 小計

平成元年 449,121 847 407 499 2,5494,302 匐1 3句 284 793 5,095

２年 453,401 998 417 509 2,6654,589 209 337 308 854 5,443

３年 455,0891,089 428 518 2,7464,781 230 345 328 903 5,684

手話サークルゆうかりの会は、手話の練習

のほか、手話落語など各種の行事を通じて聴

覚障害をもつ人たちとの交流も行っています。

手話が初めての人にはマンツーマンで懇切丁寧

に指導。基本的な表現を取得した人たちは、

会話を楽しむ余裕も。会話を楽しめるように

なると上達も早いとか。あなたも始めてみま

せんか。

圜ゆうかりの会・畑田昔89－3182番



催

し

物

矢

切

公

民

館

サ

ロ

ン

コ

ン

サ

ー

ト

1
2
月
2
4
日
㈹
午
後
Ｏ
時
1
5
分

～
Ｏ

時
4
5
分
　

会
場

総

合
福

祉

会

館

一
階

ロ

ビ

ー
　

費

用

無
料

出

演

矢
切

児

童

合
唱

団
　

内

容

ク

リ

ス

マ
ス
ソ

ン

グ
ほ

か

蠢

矢
切

公

民

館

｀
6
8－
1
2
1

4

番

全

障
研

ク
リ

ス

マ
ス
会

1
2月
2
2日

㈲
午
後
１

時
3
0分

～
３

時
　
会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
五
百
円
　

内
容
障

害
児
と
と
も
に
祝
う
楽
し
い
ク

リ
ス

マ
ス

※
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
す

の
で
、
一
人
三
百
円
程
度
の

贈
り
物
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

蠢
障
害
者
問
題
研

究
会
松
戸

サ

ー
ク
ル
・
金
田
・
1
4
5
－
9
3
8

0
番

若
生
流

二
葉

会
十

五
周
年

記

念

舞

踊
発
表

会

1
2月
８
日
㈲
午
前
1
0時
か
ら

会
場
市
民
会
館
ホ
ー
ル
　

費
用

無
料

圜
石
田

｀
4
4－
2
2
2
7

番

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

根
木

内

ジ

ョ
リ

ー
コ

ー
ラ

ス

ク

リ
ス

マ
ス
コ

ン

サ

ー
ト

1
2月
2
0日

窗
午
後
６

時
3
0分

か
ら
　

会
場
松
戸
教
会
（
市
民

会
館
前
）
　

費
用
千
円
　
内
容

「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」
「
メ

サ
イ
ア
」

默

高
橋

｀
4
3－
1
5
0
6

番

全
障
研

発
達
研

究
会

「

子
ど

も

が
生

き
生

き
表

現
し

、
楽

し

め

る
音
楽
」

1
2月
1
5日
面
午
前
1
0時
～
午

後
５

時
　
会
揚
小
金
原
体
育
館

費
用
三
千
五
百
円
　

内
容
研
究

発
表
と
話
し

合
い
　

講
師
カ
タ

ル

ニ
ャ
音
楽
院
・
平
木
晶
子
氏

饉
障
害
者
問
題
研
究
会
・
近
藤

｛
1
8
7－
1
6
6
7

番

松
戸

子
ど

も
劇
場

特

別
公
演

1
2月
1
8日
困
午
後
５

時
開
演

会
場
市
民
会
館
ホ
ー
ル
　

費
用

二
千
八
百
円
（
全
席
指
定
、
大

人
・
子
ど
も
同
一
料
金
、
託
児

あ
り
）
　
内
容
「
森
は
生
き
て

い

る
」
（
劇
団
仲
間
）

黷
松
戸
中
央
子
ど
も
劇
場
四
8
6

1
9
1
5
4

番

人口と世帯 （11月1日現在）

(
)
は
前
月
比

〇人口　459,240人　　（＋347）

男　233,713 人　　 （＋177 ）

女　225,527 人　　 （＋170 ）

Ｏ世帯　165,023　　　（＋290）

よ

こ

す

か

ウ

イ

ン

ド

ア

ン

サ

ン
ブ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ

ー
ト

１９
一
月
2
2
日

㈲

午

後
２

時

開

場

会

場
市

民

会

館

ホ

ー
ル
　

費

用

無

料
　

内

容

吹

奏
楽

に

よ

る

演

奏薦

八

嶋

｀
6
9－
1
4
7
0

番

冬

休

み

こ

ど

も

映

画

大

会

1
2月
2
5
日

困

午

前
1
0
時

～
正

午

と

午
後

２

時
～

４

時
の

二

回

会

場
市

民

会

館
　

内

容

「
ひ

み

つ
の
ア
ッ
子
ち
ゃ
ん
」
「
ク
リ

ス

マ
ス

キ

ャ
ロ
ル

」
ほ

か
　

対

象

小
・

中

学

生

と

保
護

者
　

費

用

無

料
　

定

員

各

回
と

も

千

二

百

人

（
先

着

順

）

匣
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電

話
番

号
・
午

前
と

午

後

の

別
・

希

望
人

数
を

記
入

し

て

、

〒
2
7
1

松

戸

市
根

本

三

八

七
－

五

松

戸

市

役

所
こ

ど

も

課

育

成
係

へ

名

作

映

画

会

１９
一
月
1
7
日

㈹

午

後
６

時
3
0
分

開

場
　

会

場
市

民

劇

場
　

費

用

無
料
　
内
容
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ー

ル
デ
ン
主
演
「
ク
リ
ス
マ
ス
・

ツ

リ

ー
」

蠢

絽

松
戸

市
文

化

振

興
財

団

｀

6
4
1（
り
￥
１（
‥り
１

番

健
康

カ
ラ

オ

ケ
コ
ン

テ
ス

ト

年

間
入

賞
者
大

会

1
2月
1
4日
出
午
後
６

時
開
場

会
場
市
民
劇
場
　

費
用
五
百
円

圜
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永

一`
4
1－
3
6
2
3

番

松

戸

市

歩

こ

う

会

「

宗

吾

霊

堂

か

ら

成

田

山

新

勝

寺

へ

」

１

月

１９
一
日

㈲

午

前
７

時
3
0
分

松

戸
駅

市
民

ギ

ャ
ラ

リ

ー

前

集

合

、

午

後
２

時

ご
ろ

成
田

山

大

塔

前
で

解
散

〔

小

雨
決

行

。

中

止

の

場
合

は
1
9
日

面
に

延

期

〕

行

き

先
宗

吾

霊

堂

（
佐

倉

市

）

な
ど
徒
歩
約
九
㌔
　
費
用
保
険

料

な

ど

一
人

三

百

円

（
一

家

族

四

人

ま
で

五

百

円

）
。

交

通

費

は

片

道
九

百

二

十

円
　

持

ち

物

弁

当

・

水
筒

な

ど
　

定

員

百

五

十

人

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
性

別

・

年
齢

・

電

話

番
号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市
上

矢

切

二

九

九
－

一
矢

切
公

民

館
内

松

戸

市
歩

こ

う
会

実

行

委

員
会

（
｛
1

6
8－
1
2
1
4

番

｝
へ

矢

切
公

民
館

名
画

劇
場

1
2月
1
5日
面
午
後
１
時
3
0分

か
ら
　

会
揚
矢
切
公
民
館
　

内

容
「
泥
の
河
」
　

費
用
無
料

定
員
百

七
十
人

圉
直
接
ま
た
は
電
話
で
矢
切
公

民
館

一`
6
8－1
2
1
4

番
へ

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

・

即

売

会１９一
月
５

日

困

・

６
日

面

、
午

前
９

時

～

午
後

４

時
3
0
分

（
６

日
は
午
後
３
時
ま
で
）
　
　
会
場

市

役
所

本

館

新
館

一
階

連
絡

通

路
　

内

容

陶

芸
・

縫

製

・

木
彫

り

な
ど

蠢
の

ぞ
み

学
園

四
6
8－
1
6
3

2
番

保

健

衛

生

健
康

増
進
セ

ン
タ

ー

冬
の

ス
リ

ム
コ

ー
ス

会
揚
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

対
象
肥
満
者
ま
た
は
肥
満
傾
向

に
あ
る
人
で

、
当
セ
ン

タ
ー
の

健
康
増
進
指
導
コ
ー
ス
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
人
（
受
け
た
こ

と
の
な
い
人
や
、
受
け
て
か
ら

一
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人
は

同
コ
ー
ス
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
）

惠
1
2月
1
4日
出
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
・
1
6
8
－
1
8
1
4
番
（
先

着
四
十
人
ま
で

）
へ

日　 時 内　　　　　　 容

１ ／９
毎週
木曜
日・
午前
中

オリエンーテーシヨン・生活習慣の見直し

１６ 血液検査･太らない食べ方のﾎﾟｲﾝﾄ･ 効果的な歩き方(その1)

23 私の適量( 調理実習) ※みそ汁持 参(塩分測定)

30 コレ ステロール につい て(医 師のはなし)

２／６ 減量体験談 ・効 果的な歩き方( その２)

13 組み合 わせのい ろい ろ( 調理実習)

20 ウォーキング　　　 ※天候により 変更あり

27 私の工夫とＱ＆Ａ　※天候により変更あり

３／５ 血液検査 ・私 の一食分再チェック( 調理 実習)

１２ 終了式一計測とグループ別話し合い

松
戸

史
談
会

「
吉

川
町

の
文

化
財
・

史
跡

め
ぐ

り
」

1
2月
８
日

㈲
午
前
1
0時
武
蔵

野
線
吉
川
駅
前
集
合
〔
雨
天
の

場
合
は
1
5日

㈲
に
延
期
〕
費
用

三
百
円
　
内
容
徒
歩
約
七
㌔
㍍

・
約
五
時
間
三
十
分
（
昼
食
持

参
）
黯
神
尾

｀
4
1－
2
4
5
8

番

松
戸
第

九
コ

ン
サ

ー
ト

1
2月
1
5日

囲
午
後
２

時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
費
用
二
千
円

チ

ケ
ッ
ト
前
売
り
所
伊
藤
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
シ
テ
ィ
（
松
戸
駅
東

口
）
、
ユ

ー
カ
リ
書
林
（
新
松
戸

駅
西
口
）
、
チ
ケ
ッ
ト
ピ
ア
（
ボ

ッ
ク
ス
ヒ
ル
六
階
）
ほ
か

黷
松
戸
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
・
高
橋
・
1
4
2
1
2
9
7

3
番

野

鳥

観

察

会

（

八

柱

霊

園

）

1
2月
８

日

㈲

午

前

８

時
武

蔵

野

線

新

八

柱
駅

前

ま

た

は
午

前

８

時
3
0
分

八
柱

霊

園

入

口
に

集

合
、
午
前
…
1
1
時
3
0
分
現
地
解
散

雨

天

の

場

合
は
1
5
日

㈲
に

延

期

〕
　

内

容

松
戸

の

冬

鳥
　

費

用
無

料
（
交

通
費

は

自
己

負
担

）

持
ち

物

筆

記

具

圉

当

日

集

合

場

所
で

蠢
公

園

緑

地

課
小

鳥

を

呼
ぶ

係

登

校
・

就
職

拒
否

に

理
解
と

関

わ

り
を
も

つ
集

い

1
2月
2
3日
吩
午
後
Ｏ

時
3
0分

～
５
時
3
0分
　

会
場
馬
橋
東
市

民
セ
ン
タ
ー
　

費
用
二
千
円
（
要

電
話
予
約
）
　
内
容
大
須
賀
発

蔵
氏
に
よ
る
講
演

巫
東
京
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
・
1
6
6
－
1
8
7
9
番
へ

楽

々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
教

室
（
一
日
千
六
百
㌔
カ
ロ
リ

ー
の
シ
ン
プ
ル
料
理
）

日　　時 内　　容

12/19困

午前10時

～午後１時

たっぷり の野菜心

がけていますか？

1 /16困
時 には鉄分たっぷ

り メニュー

2/20附
今より ２点減ら し

てダイエット！

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
象

市

内
在

住
・
在
勤

の

人

で

、

当

セ

ン

タ

ー
の

医

学

的
検

査

を

受
け

た

こ

と
の

あ

る
人

（
受

け

た
こ

と

の

な
い

人

や

、
受

け

て

か
ら

一

年
以

上

経

過

し
て

い

る

人

は

、

検

査

を
受

け
て

く

だ

さ

い

）
　

材

料

費
各

回

四
百

円

定

員
四

十
人

惠
1
2
月
５

日

㈹
午

前
８

時
3
0
分

か

ら
、

電

話
で

健

康
増

進

セ
ン

タ
１
・
1
6
5－
5
5
8
8

番
へ

稔　 台

市

立

病

院

か

ら

の

お

知

ら

せ

１

月
９

日

困

か

ら

当

分

の

間

、

皮

膚

科

外

来

は

、

毎

週

木

曜

日

が

休

診

と

な

り

ま

す

。

蠢

市

立

病

院

皮

膚

科

外

来

容
6
3

1
1
り
乙
１

７

１

内

線

１

１
［
Ｄ
ｎ
／
‘
番

愛
の

献

血

期　日 場　　 所 時　　 間 主　　 催

12/7( 土) 松 戸 駅 東 口
午前10時
～11時30分･
午後1時～4 時

松　 戸　 市

８(日)
三 菱 銀 行

新松戸 支店 前

午前10時

～午 後４時

松戸 ユーカリ

ラ イオンズク
ラブ

16(月) 松 戸 駅 東 口
午前10時

～11 時30
分･

午後1時～4 時
松　 戸　 市

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

まつど今昔写真館

保
健
所
だ
よ
り

6
1
―
2
1
2
1
番
㈹

三

歳
児

健
康
診

査

1
2月
1
0日
㈹
・
1
8日
困
・
2
4

日
㈹
　
会
場
松
戸
保
健
所
　
対

象
昭
和
6
3年
８
月

―
日
～
3
1日

生
ま
れ
の

幼
児

※
該
当
し
て
い
て
健
康
診
査
票

が
届
か
な
い
場
合
は
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
電
話
番
号
・
幼

児
氏
名
・
幼
児
生
年
月
日
・

保
護
者
氏

名
・
転
入
月
日
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本
七
松

戸
保
健
所
三
歳
児

健
診
係
へ

蠢
保
健
指
導
課

療

育

相

談

1
2月
1
2
囗
困

午

後
１

時
～

１

時
3
0
分

の

間

に
受

け

付
け
　

会

場

松
戸

保

健

所
　

対

象

乳
児

の

股

関

節
脱

臼

検

診
未

受
診
者
や

、

整
形

外

科

学

領
域

の

診

察

・
相

談

等
を

希
望

す

る

十
八

歳

未
満

難

病

相

談
（
「
潰

瘍

性

大

腸

炎

」

・
「

ク

ロ

ー

ン

病

」
）
患

者

さ

ん

の

集

い

1
2月
１９
一
日

團

午

後
１

時

～
４

時
　
会
場
松
戸
保
健
所
　
内
容

講
演

「

食

事
療

法

の

大
切

さ

に

つ

い
て

」

市
場

医

院
医

師

・
市

場

謙
二

氏

、
保

健

婦

・

栄
餐

士

に

よ

る

指

導

残

保
健

指

導

課

精

神

保

健

講

演

会

「

ボ
ヶ

老

人

の

こ

こ

ろ

、

家

族

の

こ

こ

ろ

」

1
2月

１９
一
日

團

午
前
1
0
時

～
正

午
　

会

場

東

葛

飾
合

同

庁

舎
六

階

第

一
会

議
室
　

講
師

初
石

病

院

医
師

・

唐

崎
三

千

代

氏

、

ボ

ヶ

老
人

を

か

か

え

る
家

族

の

会

・

永

島
光

枝

氏
　

費
用

無

料

茴

予

防

課

稔台は、終戦時までは和名ヶ谷・松戸新田・日暮にまたがる元陸

軍八柱演習場でした。また陸軍工兵学校の研究演習の作業根拠地で

もありました。

戦後すぐに、復員者の中から入植者を募り、開拓に着手しました。

くわ入れ式は昭和20年10月３日。

入植者は農業の素人が多く、因難も多かったといいます。農業だ

けでなく、乳牛を飼って酪農も行われました。

その後の開発の波を経て、今では、住宅地や工業団地に変わって

います。

稔台駅(昭和33年)＝新京成電鉄㈱提供

の
人
※
乳
幼
児
は
母
子

健
康
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

蠢
保
健
指
導
課



情報
「
動

く

物

価

教

室

」（

バ

ス

に

よ

る

生

産

流

通

施

設

見

学

）

１

月
2
1
日

㈹

午

前
９

時
3
0
分

西

船
橋

駅

前

集

合
　

見

学

先
東

電

姉

崎
発

電

所
～

千

葉

県

精
米

工

場
　

対
象

十
八

歳
以

上

の

県

内

在

住

者
　

費

用

無
料

（
交

通

費

は

自
己

負

担

）

惠

１

月
1
0
日

廊

必

着
で

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電

話

番
号

・

実

施
日

・

参

加

経
験

の

有
無
を
記
入
し
て

、
〒
2
6
0

1
9
1
千

葉

中
央

郵

便
局

私

書

箱

四

〇

号

県
庁

県

民

生
活

課

企
画

調
整

係

（
｛
1
0
4
7
2

－
2
3
－

2
2
9
9

番

｝
へ

※
ハ
ガ
キ
一
枚
に
二
人
ま
で
申

し

込
み

で

き

ま

す

。

新
松

戸

郷
土

資
料
館

公
開

講

座
1
2月
1
5日
㈲
午
後
２
時
～
４

時
　
会
場
新
松
戸
郷
土
資
料
館

(
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
三
階
)

内
容
「
タ
イ
族
の
伝
統
衣
装
と

染
織
」
　

講
師
タ
イ
族
染
織
研

究
家
・
坂
本
真
里
氏
　

費
用
無

料
　
定
員
先
着
四
十
人

蠢
助
新
松
戸
郷
土
資
料
館

｀
4
4

1
1
9
0
9

番

講
座
・
講
演

母

と

子

の

ク

ッ

キ

ン

グ

教

室

1
2月
2
6日

閑

午
前
1
0
時

～
午

後
２

時
　

会

場

市
民

会

館
　

対

象
小

学
三

年

生
以

上

の

母
子

・

先

着

二

十
組
（
四

十

人

）
　
持
ち

物

エ

プ

ロ
ン

・

三
角

き

ん

・

布

き

ん

二

枚
・

筆

記
用

具
　

費
用

無

料

圉

電

話
で

健

康

管
理

課

松

戸

方

面

保

健

室
へ

手
作

り
乾

電
池

と
カ

ー
エ
作

教
室1
2月
2
5日
困
午
後
１

時
～
５

時
　

会
場
矢
切
公
民
館
　

対
象

小
学
校
四
年
生
以
上

（
三
年
生

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
）
定

員
三
十
人
（
応
募
多
数
は
抽
選
）

内
容
手
作
り
の
単
一
乾
電
池

を

使
っ
た
手
作
り
カ
ー
の
競
争

費
用
教
材
費
千
五
百
円
　

持
ち

物
プ
ラ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
(
小
)
、

蛍
光
ペ
ン
（
赤
・
黄
・
緑
以
外

二
、
三
種
）

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒

2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
－

一

矢
切
公

民
館
（
｛
1
6
8－
1
2
1

4
番
｝
へ

ス
ポ
ー
ツ

新
松

戸
地
区

軽

ス
ポ

ー
ツ
教

室
1
2月
1
5日

㈲
午
前
９

時
～
正

午
　

会
場
新
松
戸
西
小
学
校

対
象
市
民
　

費
用
無
料
　

内
容

イ
ン

デ
ィ
ア
カ
、
グ
ラ

ウ
ン

ド

ゴ
ル
フ
な
ど

匣
当
日
会
場
で

固
梶
野

｀
4
2－
2
6
0
2

番

啻

に

親

し

む

会

２

月
８

日

出

午

後
９

時
3
0
分

松

戸

伊

勢
丹

前

集

合

、
２

月
い１１一

日

㈹

午

後
1
0
時

同

場

所
帰

着

予

定
　

会
場

山

形

県

蔵
王

ス

キ

ー

場
　

内
容

ス

キ

ー
　

費
用

四
万

三

千

円

（
往

復

バ
ス

代
、

二

泊

五

食

、
ス

キ

ー

傷

害

保
険

料

を

含

む

）

蠢

松

戸
市

ス

キ

ー

連

盟

・
高

橋

・
芯
一
－
1
8
0
0

番

松
戸
市

民

ス
キ

ー
大

会

（
兼

県
民

ス
キ

ー
大
会
選

手

選
考

会
）

期
日
１
月
2
6日
㈲
　

会
場
新
潟

県
浅
貝
ス
キ
ー
場
　

種
目
回
転

競
技
　

費
用
エ
ン
ト
リ
ー
代
二

千
円
圃
1
2月
2
8日
出
ま
で
に
、
電
話

で

松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋

・
芯
一－
1
8
0
0

番
へ

と
も
し
び
読
書
会

1
2月
1
9日
困
午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
婦
人
会
館

内
容
（
歴

史
を
さ
わ
が
せ
た
女
た
ち
(
日
本

篇
）」
永
井
路
子
著
　

費
用
七
百

円
（
初
め
て

の
人
は
無
料
）

惠
電
話
で
金
氏
・
1
6
2
－
5
9
4

3
番
へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

１
月
1
2
日
～
３
月
初
旬
の
日

曜
・

祭
日

、

計

八

回

①
午

前
９

時
～
1
0
時
3
0
分
②
午
前
1
0
時
4
5

分

～

午
後

Ｏ

時
1
5
分

（
日

程

変

更
あ
り
）
　
　
会
場
栗
ヶ
沢
公
園

庭

球

場
　

対

象

市
内

在

住

・

在

勤

の

初
心

者
　

費

用
七

千

円

匣
1
2
月
1
0
日

㈹

ま
で

に

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・

希
望

ク

ラ
ス

・
返

信

用

あ
て

名
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
0松

戸

市
小

金
原

一
－

ニ

ー

一
松

戸

市

言

一
ス
協

会

・

平

木

（
｛
1
4
8－

6
7
8
4

番

｝

へ

スポーツ教室

講

座

名

アーチェリー

教 室
水 泳 教 室

少年レ スリン

グ教 室

日

時

1 /12～3/15

の毎 週日 曜日

午後１時～ ３

時

1 /10～2/14

の毎週火 ・金

曜日

午後3 時～5 時

1 /12～3/15

の毎 週日 曜日

午 前10時～ 正

午

会

場

運動公園陸上

競技場など

クリーンセンタ

ー・温水プ ール

運動公園体育

館

対象・
定員

一般市民

30人

一般市民

40人

小学生～高 校

生 ・先着30人

申

し

込

み

12月27日愬 必着で、 往復ハガ

キで、〒271 松戸 市上 本郷44

34運動公園内スポ ーツ 課へ

12月９日(月)か

ら 直接運動公

圜内スポーツ

課窓口へ

※費用はすべて無料です

黯 スポーツ課容63 －9241 番

お
知
ら
せ

勤
務
先
（
学
校
名
）
・
生
年
月
日

を
記
入
し

、
費
用
を
添
え
て

、

運
動
公

園
内
ス
ポ
ー
ツ
課
、
小

金
原
体
育
館
、
常
盤
平
体
育
館

の
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ

崑
ス
ポ
ー
ツ
課
四
6
3－
9
2
4

1
番

種　　目 距離 対　　　 象

一般男子1部 10k
m
市内在住･在勤･在学者

一般男子２部

５k
m

市内在住･在勤で39歳以下

壮 年 の 部 市内在住･在勤で40歳以上

中学男子の部 市内在住･在学の中学2･3年生

中学1年男子の部 市内在住･在学の中学1年生

中学女子の部

３km

市内在住･ 在学の中学生

一般女子の部 市内在住･在勤･在学者

市外の部 10k
m
市外からの参加者

楽
し

い
絵

本
講

座

1
2月
1
4日

出
午
後
２
時
～
４

時
　

会
場
婦
人
会
館
　
費
用
無

料
　

内
容
ナ
ン
セ
ン
ス
絵
本
の

お
は
な
し

蠢
み
み
を
す
ま
す
会
・
橋
本
四

6
8－
（
Ｄ
Ｑ
、）４
１
番

冬

の
一
日

陶
芸

教
室

1
2月
８
日
面
午
前
９
時
3
0分

か
ら
、
ま
た
は
午
後
２

時
か
ら

会
場
陶
松
（
松
戸
市
立
病
院
裏
）

費
用
五
百
円
（
陶
土
・
焼
き
代

別
）

惠
電
話
で
縄
文
土
器
を
作
る
会

・
小
堀
｛
1
6
8
－
7
7
2
6

番

市

立

保

育

所

臨

時

保

母

募

集

職

種
産

休

・

育

休
代

替

保

母

対

象

保
母

、

幼

稚

園
教

諭

の

資

格

・

免
許

を

持
つ

人

で

、

五

十

五

歳

ぐ
ら

い

ま
で

の

人

（
健

康

で

保

育
に

熱

意
の

あ
る
人
も
可
）

勤

務

時
間

月

～

金

曜
日

＝

午

前

８

時
3
0
分

～

午

後
５

時

（
午

前

ま
た
は
午
後
の
み
の

勤
務
も
可
）
、

土

曜
日

＝

午

前
８

時
3
0
分

～

午

後
Ｏ

時
3
0
分
（
隔
週

勤
務
も
可

）
。

勤
務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

賞

金

時
給

七

百
六

十

円

（
健

康

保

険

・
厚

生

年

金

制
度

有

り

）

交

通

費
七

千

五
百

円

ま
で

支

給

勤

務

揚

所
市

内
公

立
保

育

所

圜

保

育

所
課

保

育

指
導

係

上
本

郷
学

童
保
育

所

指
導
員

募
集対
象
健
康
で
子
供
好
き
な
三

十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人

熈
上
本
郷
学
童
保
育
所
四
6
5－

3
2
7
6

番

教

育
委

員
会

会
議

を
開

催

1
2月
1
7日
㈹
午
後
１
時
か
ら

会
揚
教
育
委
員
会

教

育

長

室

(
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
）

蠢
教
育
委
員
会
庶

務
課
秘
書
係

・
1
6
6
－
7
4
5
5

番

ご
利
用
く
だ
さ
い
松
戸
パ
ー

ト

バ
ン
ク

場
所
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
西
口
松
戸

ビ
ル

九
階
　
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
（
求
人
情
報
）
｛
1
6
3
1
8
1

0
1
番

茴
松
戸

パ
ー
ト
バ
ン

ク
四
6
7
1

8
8
0
0

番

明

る
い
選

挙
習
字

作
品

募

集

内
容
明
る
い
選
挙
・
明
る
い

社
会
を
表
す
も
の
　
対

象
市
内

在
住
の
小
・
中
・
高
校
生
（
市

内
の
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
人

は
各
学
校
を
通
じ
て
、
市
外
の

学
校
へ

通
学
し
て
い
る
人
は
直

接
選
挙
管
理
委
員
会
へ
）
　

規

格
半
切
画
仙
紙
（
縦
百
三
十
五

㌢
×
横
三
十
五
㌢
）
　
募
集
要

領
応
募
作
品
に
は
、
学
校
名
・

学
年
・
氏
名
（
ふ

り
が

な
）
　・

性
別
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
（
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま

せ
ん
）
。
　
入
選
作
品
の
展
示

１
月
2
9日
困
～
２

月
２

日
㈲
の

間
、
文
化
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま

す
。
　

賞
入
選
者
に
は
賞
状
・

記
念
品

、
全
応
募
者
に
参
加
賞

応
募
締
め
切
り
１
月
1
4日

㈹

蠢
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

シ
イ
タ
ケ
栽
培
資
材
の
あ
っ

せ

ん価
格
原
木
（
長
さ
九
十
㌢
）

一
本
二
百
七
十
円
、
種
駒
二
十

個
（
原
木
一
本
分
百
二
十
円
、

打
込
用
丸
の
み
一
丁
千
九
百
円
、

の
み
替
刃
一
個
六
百
円

、
電
動

ド
リ
ル
用
替
刃

一
個
六
百
円

あ
つ
せ
ん
数
量
一
人

十

本
ま
で

受
け
付
け
し
、
申
し

込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
（
あ
っ
せ
ん
確

定
者
に
は
、
１

月
下

旬
に
通
知

し
ま

す
）

惠
1
2月
2
0日

窗
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
品
目
・
数
量
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
－

五

松
戸

市
役
所
農
政
課

内
松

戸
市
森
林
組
合
へ

古
い
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

松
戸
市
内
で

撮
影
し
た
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

黷
広
報
課

酪農経営も行われました。乳牛の数は

一時60頭に

(本田幸雄さん提供)

市役所・支所
連絡先

救急医療体制
健康保険証を忘れずに

●市　役　所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………昔68-3756 番

ご参加ください

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービ ス……………………昔66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………容66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

１
月
７
日

㈹
午
前
８
時
受
付

、

午
前
９

時
開
会
式
　

会
場
運
動

公
園
　

費
用
一
般
・
壮
年
の
部

上

二
百
円
、
市
外
の

部
＝
四
百

円
、
中
学
の
部
＝

無
料

惠
1
2月
2
0日
面
ま
で
に
、
所
定

の
用
紙
に
種
目
・
氏

名
・
住
所
・

松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会



この数なあに？

”7,061,

300”

菊

作
り

を

始

め
た

の

は
二

十

歳

の
こ

ろ

で

あ

っ
た

。

そ
れ

以

来

、
菊

の

花

の

持
つ

魅

力
に

心

を

引

か
れ

、

美

し
く

咲

か
せ

る

こ

と

に
喜

び

を

感
じ

て

き

た

と

い

う

。

吉

田
さ

ん

は

、

先
月
2
2
日

、

東

京

都
の

主

催

す

る
観

光

菊

花

大

会
で

、
内

閣

総
理

大
臣

賞

を

受

賞

し

た

。
菊

作
り

を

す

る

人

に

と

っ
て

は

、
最

高
の

栄

誉
で

あ

る

。
こ

れ
ま

で

に

も

、
毎

年

の

よ

う

に

各
地

の

大

会

・
展

覧

会

で

数

々
の

賞
を

獲

得
し

て

き

た

が
、「
ま

た
喜

び

も
ひ

と
し

お

で

し

た

」
。

菊

作

り

の
面

白

さ

に
つ

い

て

伺

う
と

、
「
そ

れ
は

、
一

か
ら

始

め

る
こ

と
で

は

な

い

で

し

ょ
う

か

」
と

一

言

。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と

一
ヵ
月
。
1
5日
か
ら
は

、
年
賀

状
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
元
日
に
配
達
さ
れ
た
年

賀
状
は
、
市
内
で
「
七
百
六
万

一
千
三
百
通
」
。
１
月
２
日

以

降
の
分
を
合
わ
せ
る
と
、
一
千

二
百
七
万
八
千
五
十
二
通
に

も

な
り
ま
す
。

年
内
の
一
定
期
間
内
に
出
さ

れ
た
年
賀
状
は
、
元
日
に
配

達

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

特
別
取
り

扱
い
が
全
国
す
べ
て
の
郵
便
局

で

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

菊

作
り

は

、
苗

を

選

ぶ
こ

と

か
ら

始
ま

る

。
ス

タ

ー
ト
は

皆

同

じ

、
小

さ

な
苗

な

の
で

あ

る
。

そ
れ
か
ら
花
を
つ
け
る
い
1
1
月
ま

で

、

長
い

時

間

を
か

け

、

育
て

上

げ

な
け

れ

ば

な
ら

な

い

。

も
ち
ろ
ん
そ
の
間
、
ハ
プ
ニ

ン

グ

や

苦
労

も

多
い

。

「
特
に

水
や

り
に

は

注

意

を

し

て

い

ま

す
ね

。

そ
の

日

の
天

気

は

無

論

、
植

え

方
や

品

種
に

よ

っ

て

も

水
の

量

が

違
っ
て

く

る

も

の

な

ん

で

す
」
。

水
の

量

だ

け

は

な
か

な

か

教

え
る
こ

と

、

教
わ

る
こ

と

が
で

き

な
い

の

だ

と

い

う

。

そ

し
て

開

花
。

審

査
の

日

に

ベ
ス

ト

の

状

態
に

持

っ
て

い

か

な

く
て

は

な
ら

な

い

。
そ

の

た

め
に

シ

ェ

ー

ド
と

い

っ
て

、
日受賞した作品

の
は
、
明

治
3
8年
の
こ
と
で
し

た
。昭
和
2
4年
に
は
、
初
め
て
お

年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
が
発
売

さ
れ
、
爆
発
的
人
気
を
よ

び
ま

し
た
。
当
時
の

商
品
は
、
特
等

か
ら
六
等
ま
で
で
、
特
等
＝
ミ

シ
ン

、
一
等
＝
洋
服
地
、
二
等

＝
学
童
用
グ
ロ
ー
ブ
、
三
等
＝

学
童
用
こ
う
も
り
が
さ
、
な
ど

で
し
た

。

師
走
の
あ
わ
た
だ
し
さ
の
中
、

住
所
録
を
見
な
が
ら
年
賀
状
の

あ
て
名
書
き
。
一
年
ぶ
り
に
思

い
出
す
あ
の

顔
、
こ

の
顔
。
つ

い
つ
い
手
が
止
ま
り
、
し

ぱ
し

の
回
想
…
。

東京都観光菊花大会で

内閣総理大臣賞を受賞した

照

時
間
を
調
節
す
る
技
術
に
よ

り
、
狙
い
ど
お
り
の
日
に
開
花

さ
せ
る
。
微
妙
な
作
業
で

あ
る
。

審
査
の
日

が
や
っ
て
き
た

。

最
後
の
仕
上
げ
の
後
、
こ
の
日

ば
か
り
は
、
た
だ

結
果
を
待
つ

だ
け
の
心
境
に
な
る
。
美
し

さ

を
競
う
菊
の
花
が
、
所
狭
し

と

並
ぶ
。
そ
の
華
や
か
な
会
場
の

中
で

、
不
思
議
と
孤
独
な
気
持

ち
に
な
る
と
い

う
。

「
菊
の
咲
き
誇
る
1
1月
が
、

一

年
中
の

う
ち
で

最
高

で

す

ね
」
と

、
明
る
い

笑
顔
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。（
樋
野
口
在
住
)

菊の花に注ぐ愛情

スナップ

ショット

あなたの撮ったスナップ写真（街の話題・

身近な出来事など）をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

圜広報課

たくさんの人形と出会った

人形劇フェスティバル

健康チェックに多くの参加者

人

形

と

語

り
座
（
福

井

県
）
に

よ

る
「
新

羅

織

姫
忘

れ
糸

」

血圧管理は成人病予防のバロメーター

北松戸　飯 野　 聖 子 さん

祥 行 くん

陽 子 ちゃん

今
、
「
新
・
三
匹
の

こ

ぶ

た

」

を

見

て

来

ま

し

た

。

子

供

た

ち

に

も
分

か

り

や

す

い

人

形

劇

で

、

楽

し

か

っ

た

で

す

。

ア

ド

リ

ブ

が

あ
っ

た

り

し

て

、

お

も

し

ろ

か
っ

た

よ

。

全国からいろいろな人形が、松

戸にやって来ました。

国民文化祭の行事の一つとして、

松戸市で11月23日 ・24日の両日、

人形劇フェ スティバルが行われま

した。

伝統的な人形劇や子供向けの人

形劇などの公演が、市民会館・市

民劇場を中心に繰り広げら れ、子

供たちは、人形が演じる夢の世界

へ引きずり込まれていました。

歯の健康診査も行われました

11月16日・17日を中心に、「第

13回市民健康づくりの集い」が、

市内各会場で開催されました。

小金原市民センターなど ４会場

で行われた健康診査にも、大勢の

人が訪れ、レント ゲン検査や血液

検査などを受け、自分の健康をチ

ェックしていました。

市民劇場では、プロ野球解説者

・中畑清氏の講演があり、身振り

手振りを交えたユーモアのある話

に、会場は笑い声に包まれていま

した。

吉 田 武 雄ｎ

人

市民健康づくりの集い

元
日
の
郵
便
受
け
に
は
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